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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　流入水から油分を分離、除去して排水する油水分離桝であって、

　前記流入水が通水する桝本体と、

　前記桝本体の内部に所定の間隔をおいて配置され、当該桝本体の内部を上流から下流に

向けて複数の槽に仕切るための複数の仕切壁と、を備え、

　前記複数の仕切壁のそれぞれは、前記桝本体の側壁の上端よりも低い位置から前記桝本

体の桝底に向けて形成され、当該仕切壁の上端よりも低い位置に、前記複数の槽のうちの

、隣接する槽間を連通する連通口を有し、

　前記桝本体の側壁は、

　前記複数の槽のうちの最上流側の槽である流入槽に流水を流入させるための流入口と、

　当該桝本体の側壁の上端から、前記連通口よりも高くかつ前記仕切壁の上端よりも低い

位置まで形成された、前記複数の槽のうちの最下流側の槽である排水槽から流水を排水さ

せるための常用排水口と、

　当該桝本体の側壁の上端から、前記仕切壁の上端と同じ高さの位置まで形成された、前

記流入槽から流水を排水させるための溢水防止用排水口と、

　を有する

　ことを特徴とする油水分離桝。

【請求項２】

　請求項１に記載の油水分離桝であって、
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　 前 記 溢 水 防 止 用 排 水 口 か ら 前 記 桝 本 体 の 外 部 に 排 水 さ れ る 流 水 を 受 け て 排 水 溝 へ 導 く 中

継 溝 を 有 し 、

　 前 記 中 継 溝 の 側 壁 は 、 前 記 溢 水 防 止 用 排 水 口 を 囲 む よ う に 、 当 該 溢 水 防 止 用 排 水 口 の 正

面 の 位 置 に お い て 前 記 桝 本 体 の 側 壁 の 上 端 の 高 さ の 位 置 ま で 設 け ら れ て 当 該 溢 水 防 止 用 排

水 口 の 両 側 の 位 置 に お い て 前 記 桝 本 体 の 側 壁 に つ な が っ て い る

　 こ と を 特 徴 と す る 油 水 分 離 桝 。

【 請 求 項 ３ 】

　 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 油 水 分 離 桝 で あ っ て 、

　 前 記 連 通 口 は 、 前 記 仕 切 壁 の 上 端 お よ び 下 端 か ら そ れ ぞ れ 高 さ 方 向 に 離 れ た 位 置 に 設 け

ら れ て い る

　 こ と を 特 徴 と す る 油 水 分 離 桝 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 流 入 水 か ら 油 分 を 分 離 、 除 去 し て 排 水 す る 油 水 分 離 桝 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 従 来 、 法 面 に 設 け ら れ た 小 段 等 に 設 置 さ れ 、 上 流 側 の 排 水 溝 を 流 れ る 雨 水 等 か ら 油 分 を

分 離 、 除 去 し て 下 流 側 の 排 水 溝 に 排 水 す る 油 水 分 離 桝 が 知 ら れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に は 、 油 吸 着 部 材 を 用 い る こ と な く 、 流 入 水 か ら 油 分 を 効 果 的 に 分

離 、 除 去 す る こ と が で き る 油 水 分 離 桝 が 開 示 さ れ て い る 。 こ の 油 水 分 離 桝 は 、 桝 内 を 複 数

の 仕 切 壁 で 仕 切 る こ と に よ り 上 流 か ら 下 流 へ 向 け て 連 続 し て 設 け ら れ た 複 数 の 槽 を 有 し て

い る 。 そ し て 、 最 上 流 側 の 流 入 域 に 配 設 さ れ た 槽 が 流 入 槽 と し て 機 能 し 、 最 下 流 側 の 排 水

域 に 配 設 さ れ た 槽 が 排 水 槽 と し て 機 能 し 、 流 入 域 お よ び 排 水 域 の 間 に 位 置 す る 油 水 分 離 域

に 配 設 さ れ た 槽 が 油 水 分 離 槽 と し て 機 能 す る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 こ こ で 、 各 槽 は 、 槽 間 を 仕 切 る 仕 切 壁 に 設 け ら れ た 連 通 口 を 通 し て 、 隣 接 す る 他 の 槽 と

連 通 し て い る 。 上 流 側 の 槽 に 流 入 し た 雨 水 等 に 含 ま れ て い る 油 分 が 、 そ の 比 重 に よ り 水 面

領 域 に 移 動 し 、 下 流 側 の 仕 切 壁 に よ り 分 離 さ れ て 、 そ れ ぞ れ の 槽 内 に 留 ま る た め 、 油 分 が

分 離 、 除 去 さ れ た 雨 水 等 が 、 こ の 仕 切 壁 の 連 通 口 を 通 し て 下 流 側 の 槽 へ 流 入 す る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ １ － １ １ ５ ７ ２ ７ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の 油 水 分 離 桝 を 含 む 従 来 の 油 水 分 離 桝 で は 、 つ ぎ の よ

う な 問 題 が 生 じ て い た 。 す な わ ち 、 ゲ リ ラ 豪 雨 等 に よ り 、 上 流 側 の 排 水 溝 か ら 、 油 水 分 離

桝 の 処 理 量 を 超 え る 大 量 の 雨 水 等 が 油 水 分 離 桝 に 急 激 に 流 入 し た 場 合 、 そ の 一 部 が 下 流 側

の 排 水 溝 に 排 水 さ れ ず に 、 油 水 分 離 桝 か ら 法 面 へ 溢 れ 出 す 可 能 性 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 は 上 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 溢 水 を 効 果 的 に 防 止 す る

こ と が で き る 油 水 分 離 桝 を 提 供 す る こ と に あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 で は 、 上 流 か ら 下 流 に 向 け て 複 数 の 槽 に 仕 切 ら れ た

油 水 分 離 桝 に お い て 、 最 上 流 側 の 槽 で あ る 流 入 槽 に 、 溢 水 防 止 用 の 排 水 口 を 、 最 下 流 側 の

槽 で あ る 排 水 槽 に 設 け ら れ た 常 用 の 排 水 口 よ り も 高 い 位 置 に 設 け 、 上 流 側 の 排 水 溝 か ら 流
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入 槽 へ 流 入 す る 流 入 水 の う ち 、 流 入 槽 の 所 定 水 位 を 超 え る 流 入 水 に つ い て は 、 油 水 分 離 桝

で 処 理 す る こ と な く 、 溢 水 防 止 用 の 排 水 口 か ら 下 流 側 の 排 水 溝 へ 排 水 す る よ う に し た 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 例 え ば 、 本 発 明 は 、 流 入 水 か ら 油 分 を 分 離 、 除 去 し て 排 水 す る 油 水 分 離 桝 で あ っ て 、

　 前 記 流 入 水 が 通 水 す る 桝 本 体 と 、

　 前 記 桝 本 体 の 内 部 に 所 定 の 間 隔 を お い て 配 置 さ れ 、 当 該 桝 本 体 の 内 部 を 上 流 か ら 下 流 に

向 け て 複 数 の 槽 に 仕 切 る た め の 複 数 の 仕 切 壁 と 、 を 備 え 、

　 前 記 複 数 の 仕 切 壁 の そ れ ぞ れ は 、 前 記 桝 本 体 の 側 壁 の 上 端 よ り も 低 い 位 置 か ら 前 記 桝 本

体 の 桝 底 に 向 け て 形 成 さ れ 、 当 該 仕 切 壁 の 上 端 よ り も 低 い 位 置 に 、 前 記 複 数 の 槽 の う ち の

、 隣 接 す る 槽 間 を 連 通 す る 連 通 口 を 有 し 、

　 前 記 桝 本 体 の 側 壁 は 、

　 前 記 複 数 の 槽 の う ち の 最 上 流 側 の 槽 で あ る 流 入 槽 に 流 水 を 流 入 さ せ る た め の 流 入 口 と 、

　 当 該 桝 本 体 の 側 壁 の 上 端 か ら 、 前 記 連 通 口 よ り も 高 く か つ 前 記 仕 切 壁 の 上 端 よ り も 低 い

位 置 ま で 形 成 さ れ た 、 前 記 複 数 の 槽 の う ち の 最 下 流 側 の 槽 で あ る 排 水 槽 か ら 流 水 を 排 水 さ

せ る た め の 常 用 排 水 口 と 、

　 当 該 桝 本 体 の 側 壁 の 上 端 か ら 、 前 記 仕 切 壁 の 上 端 と 同 じ 高 さ の 位 置 ま で 形 成 さ れ た 、 前

記 流 入 槽 か ら 流 水 を 排 水 さ せ る た め の 溢 水 防 止 用 排 水 口 と 、

　 を 有 す る 。

　 こ の よ う な 油 水 分 離 桝 は 、

　 前 記 溢 水 防 止 用 排 水 口 か ら 前 記 桝 本 体 の 外 部 に 排 水 さ れ る 流 水 を 受 け て 排 水 溝 へ 導 く 中

継 溝 を 有 し 、

　 前 記 中 継 溝 の 側 壁 は 、 前 記 溢 水 防 止 用 排 水 口 を 囲 む よ う に 、 当 該 溢 水 防 止 用 排 水 口 の 正

面 の 位 置 に お い て 前 記 桝 本 体 の 側 壁 の 上 端 の 高 さ の 位 置 ま で 設 け ら れ て 当 該 溢 水 防 止 用 排

水 口 の 両 側 の 位 置 に お い て 前 記 桝 本 体 の 側 壁 に つ な が っ て い る も の で あ っ て も よ い 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 発 明 で は 、 流 入 槽 に 、 溢 水 防 止 用 の 排 水 口 を 、 排 水 槽 に 設 け ら れ た 常 用 の 排 水 口 よ り

高 い 位 置 に 設 け て い る の で 、 流 入 槽 へ の 流 入 水 量 が 排 水 槽 に 設 け ら れ た 常 用 の 排 水 口 か ら

の 排 水 水 量 よ り 多 く 、 こ の た め 油 水 分 離 桝 で の 処 理 が 追 い 付 か ず に 流 入 槽 の 水 位 が 上 昇 し

た 場 合 、 流 入 槽 に お い て 所 定 水 位 に 達 し た 流 入 水 に つ い て は 、 油 水 分 離 桝 で 処 理 さ れ る こ

と な く 、 溢 水 防 止 用 の 排 水 口 か ら 排 水 さ れ る 。 し た が っ て 、 本 発 明 に よ れ ば 、 ゲ リ ラ 豪 雨

等 に よ り 処 理 量 を 超 え る 大 量 の 雨 水 等 が 油 水 分 離 桝 に 流 入 し た 場 合 で も 、 油 水 分 離 桝 か ら

の 溢 水 を 効 果 的 に 防 止 す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ １ 】

【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る 油 水 分 離 桝 １ の 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 図 ２ は 、 油 水 分 離 桝 １ の 平 面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 図 ３ は 、 油 水 分 離 桝 １ の 正 面 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 図 ４ は 、 油 水 分 離 桝 １ の 右 側 面 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 図 ５ は 、 図 ４ に 示 す 油 水 分 離 桝 １ の Ａ － Ａ 矢 視 断 面 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 図 ６ は 、 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る 油 水 分 離 桝 の 変 形 例 １ ａ の 斜 視 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ２ 】

　 以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 図 １ ～ 図 ４ は 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 油 水 分 離 桝 １ の 斜 視 図 、 平 面 図 、 正 面 図 、 お よ び 右

側 面 図 で あ る 。 ま た 、 図 ５ は 、 図 ４ に 示 す 油 水 分 離 桝 １ の Ａ － Ａ 矢 視 断 面 図 で あ る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 本 実 施 の 形 態 に 係 る 油 水 分 離 桝 １ は 、 例 え ば 法 面 に 設 け ら れ た 小 段 に 設 置 さ れ 、 上 流 側

の 排 水 溝 ２ を 流 れ る 雨 水 等 （ 以 下 、 原 水 ） か ら 油 分 お よ び 土 砂 を 分 離 、 除 去 し 、 処 理 後 の
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雨 水 等 （ 以 下 、 処 理 水 ） を 下 流 側 の 排 水 溝 ３ へ 排 水 す る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 図 示 す る よ う に 、 油 水 分 離 桝 １ は 、 対 向 す る 一 組 の 側 壁 １ ４ 、 １ ５ の 一 方 の 側 壁 （ 上 流

側 壁 面 ） １ ４ 側 か ら 他 方 の 側 壁 （ 下 流 側 壁 面 ） １ ５ 側 に 向 け て 通 水 さ れ る 桝 本 体 １ ０ と 、

桝 本 体 １ ０ の 上 流 側 側 壁 １ ４ か ら 所 定 の 間 隔 お き に 桝 本 体 １ ０ 内 に 配 置 さ れ 、 桝 本 体 １ ０

の 内 部 を 、 上 流 側 側 壁 １ ４ か ら 上 流 側 側 壁 １ ５ に 向 か っ て 連 続 す る 多 段 の 槽 （ 本 実 施 の 形

態 で は ３ 段 の 槽 １ １ ～ １ ３ ） に 仕 切 る た め の 複 数 （ 本 実 施 の 形 態 で は ２ 枚 ） の 仕 切 壁 ２ ０

と 、 を 備 え て い る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 こ の 油 水 分 離 桝 １ は 、 仕 切 壁 ２ ０ の そ れ ぞ れ に 設 け ら れ 、 隣 接 す る 槽 １ １ ～ １ ３ 間 を つ

な ぐ 連 通 口 ３ ０ と 、 上 流 側 の 排 水 溝 ２ か ら 最 上 流 側 の 槽 １ １ に 原 水 を 流 入 さ せ る た め の 流

入 口 ４ ０ と 、 最 下 流 側 の 槽 １ ３ か ら 下 流 側 の 排 水 溝 ３ へ 処 理 水 を 排 水 さ せ る た め の 常 用 排

水 口 ５ ０ と 、 最 上 流 側 の 槽 １ １ か ら 下 流 側 の 排 水 溝 ３ へ 過 剰 な 原 水 を 排 水 さ せ る た め の 溢

水 防 止 用 排 水 口 ６ ０ と 、 を 有 し て い る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 以 下 、 桝 本 体 １ ０ 内 部 の 多 段 の 槽 の う ち 、 最 上 流 側 の 槽 １ １ を 流 入 槽 １ １ と 呼 び 、 最 下

流 側 の 槽 １ ３ を 排 水 槽 １ ３ と 呼 び 、 そ し て 、 流 入 槽 １ １ と 排 水 槽 １ ３ と の 間 の 槽 １ ２ を 整

流 槽 １ ２ と 呼 ぶ こ と と す る 。 ま た 、 複 数 の 仕 切 壁 ２ ０ の う ち 、 流 入 槽 １ １ と 整 流 槽 １ ２ と

を 仕 切 る 仕 切 壁 ２ ０ を 上 流 側 仕 切 壁 ２ ０ と 呼 び 、 整 流 槽 １ ２ と 排 水 槽 １ ３ と を 仕 切 る 仕 切

壁 ２ ０ を 下 流 側 仕 切 壁 ２ ０ と 呼 ぶ こ と と す る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 こ こ で 、 連 通 口 ３ ０ は 、 各 仕 切 壁 ２ ０ の 上 端 ２ ０ １ お よ び 下 端 ２ ０ ２ か ら そ れ ぞ れ 高 さ

方 向 に 離 れ た 位 置 、 例 え ば 仕 切 壁 ２ ０ の 高 さ 方 向 の 中 央 領 域 に 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 流 入 口 ４ ０ は 、 桝 本 体 １ ０ の 側 壁 １ ４ ～ １ ７ の う ち 、 上 流 側 の 排 水 溝 ２ 側 に 位 置 す る 側

壁 （ 本 実 施 形 態 で は 、 油 水 分 離 桝 １ が 設 置 さ れ る 小 段 の 上 方 の 法 面 側 に 向 け ら れ る 側 壁 ）

１ ６ の 上 端 １ ６ ０ の 、 上 流 側 仕 切 壁 ２ ０ よ り も 上 流 側 側 壁 １ ４ 側 の 位 置 に 形 成 さ れ た 切 欠

き で あ り 、 上 流 側 の 排 水 溝 ２ に 連 結 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 常 用 排 水 口 ５ ０ は 、 桝 本 体 １ ０ の 側 壁 １ ４ ～ １ ７ の う ち 、 下 流 側 の 排 水 溝 ３ 側 に 位 置 す

る 側 壁 （ 本 実 施 形 態 で は 、 油 水 分 離 桝 １ が 設 置 さ れ る 小 段 の 下 方 の 法 面 側 に 向 け ら れ る 側

壁 ） １ ７ の 上 端 １ ７ ０ の 、 下 流 側 仕 切 壁 ２ ０ よ り も 下 流 側 側 壁 １ ５ 側 の 位 置 に 形 成 さ れ た

切 欠 き で あ る 。 桝 本 体 １ ０ の 桝 底 １ ０ １ か ら 常 用 排 水 口 ５ ０ の 下 端 ５ ０ １ ま で の 高 さ 寸 法

ｈ １ は 、 桝 本 体 １ ０ の 桝 底 １ ０ １ か ら 仕 切 壁 ２ ０ の 上 端 ２ ０ １ ま で の 高 さ 寸 法 ｈ ２ よ り 小

さ く 、 か つ 桝 本 体 １ ０ の 桝 底 １ ０ １ か ら 連 通 口 ３ ０ の 上 端 ３ ０ １ ま で の 高 さ 寸 法 ｈ ３ よ り

大 き く 設 定 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 溢 水 防 止 用 排 水 口 ６ ０ は 、 桝 本 体 １ ０ の 側 壁 １ ４ ～ １ ７ の う ち 、 下 流 側 の 排 水 溝 ３ 側 に

位 置 す る 側 壁 １ ７ の 上 端 １ ７ ０ の 、 上 流 側 仕 切 壁 ２ ０ よ り も 上 流 側 側 壁 １ ４ 側 の 位 置 に 形

成 さ れ た 切 欠 き で あ る 。 桝 本 体 １ ０ の 桝 底 １ ０ １ か ら 溢 水 防 止 用 排 水 口 ６ ０ の 下 端 ６ ０ １

ま で の 高 さ 寸 法 ｈ ４ は 、 桝 本 体 １ ０ の 桝 底 １ ０ １ か ら 常 用 排 水 口 ５ ０ の 下 端 ５ ０ １ ま で の

高 さ 寸 法 ｈ １ よ り 大 き く 設 定 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 油 水 分 離 桝 １ の 下 流 側 の 排 水 溝 ３ 側 に は 、 下 流 側 の 排 水 溝 ３ に 連 結 さ れ た 中 継 溝 ４ が 、

常 用 排 水 口 ５ ０ お よ び 溢 水 防 止 用 排 水 口 ６ ０ か ら の 排 水 を 受 け る よ う に 、 桝 本 体 １ ０ の 他

方 の 側 壁 １ ７ に 沿 っ て 設 置 さ れ て い る 。 こ の た め 、 常 用 排 水 口 ５ ０ か ら 排 水 さ れ る 処 理 水

お よ び 溢 水 防 止 用 排 水 口 ６ ０ か ら 排 水 さ れ る 過 剰 な 原 水 は 、 こ の 中 継 溝 ４ を 通 っ て 下 流 側

の 排 水 溝 ３ へ 流 入 す る 。 こ こ で 、 常 用 排 水 口 ５ ０ か ら 中 継 溝 ４ へ 排 水 さ れ る 処 理 水 の 飛 散

を 防 止 す る た め に 、 常 用 排 水 口 ５ ０ に コ ル ゲ ー ト フ リ ュ ー ム を 取 り 付 け て も よ い 。 同 様 に

、 溢 水 防 止 用 排 水 口 ６ ０ か ら 中 継 溝 ４ へ 排 水 さ れ る 原 水 の 飛 散 を 防 止 す る た め に 、 溢 水 防
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止 用 排 水 口 ６ ０ に コ ル ゲ ー ト フ リ ュ ー ム を 取 り 付 け て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 上 記 構 成 の 油 水 分 離 桝 １ に お い て 、 上 流 側 の 排 水 溝 ２ を 流 れ る 雨 水 等 の 原 水 は 、 油 水 分

離 桝 １ へ の 流 入 水 と し て 、 流 入 口 ４ ０ か ら 流 入 槽 １ １ に 流 入 し 、 流 入 槽 １ １ に 貯 水 さ れ る

。 流 入 槽 １ １ の 水 位 が 上 流 側 仕 切 壁 ２ ０ の 連 通 口 ３ ０ の 下 端 ３ ０ ２ の 高 さ ま で 上 昇 す る と

、 流 入 槽 １ １ に 貯 水 さ れ た 流 入 水 の 一 部 が 、 こ の 連 通 口 ３ ０ を 通 っ て 整 流 槽 １ ２ に 流 入 し

、 整 流 槽 １ ２ に 貯 水 さ れ る 。 そ し て 、 整 流 槽 １ ２ の 水 位 が 下 流 側 仕 切 壁 ２ ０ の 連 通 口 ３ ０

の 下 端 ３ ０ ２ の 高 さ ま で 上 昇 す る と 、 整 流 槽 １ ２ に 貯 水 さ れ た 流 入 水 の 一 部 が 、 こ の 連 通

口 ３ ０ を 通 っ て 排 水 槽 １ ３ に 流 入 し 、 排 水 槽 １ ３ に 貯 水 さ れ る 。 さ ら に 、 排 水 槽 １ ３ の 水

位 が 下 流 側 仕 切 壁 ２ ０ の 連 通 口 ３ ０ の 下 端 ３ ０ ２ の 高 さ ま で 上 昇 す る と 、 各 槽 １ １ ～ １ ３

の 水 位 は と も に 上 昇 す る 。 そ し て 、 各 槽 １ １ ～ １ ３ の 水 位 が 常 用 排 水 口 ５ ０ の 下 端 ５ ０ １

の 高 さ ま で 上 昇 す る と 、 排 水 槽 １ ３ に 貯 水 さ れ た 流 入 水 の 一 部 が 処 理 水 と し て 常 用 排 水 口

５ ０ か ら 中 継 溝 ４ へ 排 水 さ れ 、 こ の 中 継 溝 ４ を 通 っ て 下 流 側 の 排 水 溝 ３ へ 排 水 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 こ の と き 、 上 流 側 の 排 水 溝 ２ を 流 れ る 原 水 に 含 ま れ て い る 油 分 お よ び 土 砂 等 は 、 以 下 に

示 す よ う に 、 桝 本 体 １ ０ の 内 部 に 配 置 さ れ た 複 数 の 仕 切 壁 ２ ０ に よ っ て 段 階 的 に 除 去 さ れ

る 。 油 水 分 離 桝 １ へ の 流 入 水 と し て 流 入 口 ４ ０ か ら ま ず 流 入 槽 １ １ へ 流 入 し た 原 水 に 含 ま

れ て い る 油 分 は 、 そ の 比 重 に よ り 水 面 領 域 に 浮 上 し て 上 流 側 仕 切 壁 ２ ０ に よ り 流 入 槽 １ １

内 の 水 面 付 近 に 滞 留 す る 。 ま た 、 流 入 口 ４ ０ か ら 流 入 槽 １ １ へ 流 入 し た 流 入 水 に 含 ま れ て

い る 土 砂 等 は 、 そ の 比 重 に よ り 水 底 領 域 に 沈 殿 し て 上 流 側 仕 切 壁 ２ ０ に よ り 流 入 槽 １ １ 内

の 桝 底 １ ０ １ 付 近 に 滞 留 す る 。 こ の た め 、 流 入 槽 １ １ に お い て 油 分 お よ び 土 砂 等 が 除 去 さ

れ た 流 入 水 が 、 上 流 側 仕 切 壁 ２ ０ の 連 通 口 ３ ０ を 通 し て 整 流 槽 １ ２ へ 移 動 す る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 流 入 槽 １ １ で 油 分 が 除 去 し き れ な か っ た 場 合 、 流 入 槽 １ １ か ら 上 流 側 仕 切 壁 ２ ０ の 連 通

口 ３ ０ を 通 し て 整 流 槽 １ ２ へ 流 入 す る 流 入 水 に も 油 分 が 含 ま れ て い る が 、 流 入 槽 １ １ で 除

去 し き れ な か っ た 油 分 は 、 同 様 に 、 そ の 比 重 に よ り 水 面 領 域 に 浮 上 し て 下 流 側 仕 切 壁 ２ ０

に よ り 整 流 槽 １ ２ 内 の 水 面 付 近 に 滞 留 す る 。 ま た 、 流 入 槽 １ １ で 土 砂 等 が 除 去 し き れ な か

っ た 場 合 、 流 入 槽 １ １ か ら 上 流 側 仕 切 壁 ２ ０ の 連 通 口 ３ ０ を 通 し て 整 流 槽 １ ２ へ 流 入 し た

流 入 水 に も 土 砂 等 が 含 ま れ て い る が 、 流 入 槽 １ １ で 除 去 し き れ な か っ た 土 砂 等 は 、 同 様 に

、 そ の 比 重 に よ り 水 底 領 域 に 沈 殿 し て 下 流 側 仕 切 壁 ２ ０ に よ り 整 流 槽 １ ２ 内 の 桝 底 １ ０ １

付 近 に 滞 留 す る 。 こ の た め 、 整 流 槽 １ ２ に お い て 油 分 お よ び 土 砂 等 が さ ら に 除 去 さ れ た 流

入 水 が 下 流 側 仕 切 壁 ２ ０ の 連 通 口 ３ ０ を 通 し て 排 水 槽 １ ３ へ 移 動 す る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 そ の 結 果 、 上 流 側 の 排 水 溝 ２ を 流 れ る 原 水 か ら 油 分 お よ び 土 砂 等 が 除 去 さ れ た 処 理 水 が

、 常 用 排 水 口 ５ ０ か ら 中 継 溝 ４ へ 排 水 さ れ 、 こ の 中 継 溝 ４ を 通 っ て 下 流 側 の 排 水 溝 ３ へ 排

水 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 さ て 、 各 槽 １ １ ～ １ ３ の 水 位 が 常 用 排 水 口 ５ ０ の 下 端 ５ ０ １ の 高 さ 以 上 に 上 昇 し 、 排 水

槽 １ ３ に 貯 水 さ れ た 流 入 水 の 一 部 が 常 用 排 水 口 ５ ０ か ら 中 継 溝 ４ へ 排 水 さ れ て い る 状 態 に

お い て 、 例 え ば ゲ リ ラ 豪 雨 等 に よ り 、 油 水 分 離 桝 １ の 処 理 量 を 超 え る 過 剰 な 原 水 が 油 水 分

離 桝 １ へ の 流 入 水 と し て 上 流 側 の 排 水 溝 ２ か ら 流 入 口 ４ ０ を 介 し て 流 入 槽 １ １ へ 急 激 に 流

入 す る と 、 各 槽 １ １ ～ １ ３ の 水 位 が さ ら に 上 昇 す る 。 そ し て 、 各 槽 １ １ ～ １ ３ の 水 位 が 溢

水 防 止 用 排 水 口 ６ ０ の 下 端 ６ ０ １ の 高 さ ま で 上 昇 す る と 、 流 入 槽 １ １ に 貯 水 さ れ た 流 入 水

の 一 部 が 油 水 分 離 桝 １ で 処 理 さ れ る こ と な く 溢 水 防 止 用 排 水 口 ６ ０ か ら 中 継 溝 ４ へ 排 水 さ

れ 、 こ の 中 継 溝 ４ を 通 っ て 下 流 側 の 排 水 溝 ３ へ 排 水 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 こ の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 ゲ リ ラ 豪 雨 等 に よ り 大 量 の 雨 水 等 の 原 水 が 油 水 分

離 桝 １ に 急 激 に 流 入 し た 場 合 、 油 水 分 離 桝 １ の 処 理 量 を 超 え た 過 剰 な 原 水 は 、 油 水 分 離 桝

１ か ら 溢 水 す る こ と な く 下 流 側 の 排 水 溝 ３ に 排 水 さ れ る 。 し た が っ て 、 油 水 分 離 桝 １ か ら

の 溢 水 を 効 果 的 に 防 止 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ２ ９ 】

　 な お 、 本 発 明 は 上 記 の 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 そ の 要 旨 の 範 囲 内 で 数 々

の 変 形 が 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 例 え ば 、 上 流 側 の 排 水 溝 ２ を 流 れ る 原 水 を 所 期 の ル ー ト で 下 流 側 の 排 水 溝 ３ へ 導 く こ と

が で き れ ば 、 桝 本 体 １ ０ に 形 成 さ れ る 各 通 水 口 ４ ０ 、 ５ ０ 、 ６ ０ の 位 置 は 適 宜 に 変 更 可 能

で あ る 。 上 記 の 実 施 の 形 態 で は 、 流 入 口 ４ ０ を 、 桝 本 体 １ ０ の 側 壁 １ ４ ～ １ ７ の う ち 、 油

水 分 離 桝 １ が 設 置 さ れ る 小 段 の 上 方 の 法 面 側 に 向 け ら れ る 側 壁 １ ６ に 形 成 し て い る が 、 例

え ば 、 上 流 側 側 壁 １ ４ に 流 入 口 ４ ０ に 形 成 し て も よ い 。 ま た 、 常 用 排 水 口 ５ ０ お よ び 溢 水

防 止 用 排 水 口 ６ ０ を 、 油 水 分 離 桝 １ が 設 置 さ れ る 小 段 の 下 方 の 法 面 側 に 向 け ら れ る 側 壁 １

７ に 形 成 し て い る が 、 例 え ば 、 常 用 排 水 口 ５ ０ は 、 下 流 側 側 壁 １ ５ に 形 成 し て も よ く 、 溢

水 防 止 用 排 水 口 ６ ０ は 、 上 流 側 側 壁 １ ４ に 形 成 し て も よ い 。 な お 、 こ の 場 合 に は 、 そ れ ぞ

れ の 排 水 口 ５ ０ 、 排 水 口 ６ ０ か ら 下 流 側 の 排 水 溝 ３ へ 排 水 を 中 継 可 能 な 中 継 溝 ４ を 設 け る

必 要 が あ る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 ま た 、 上 記 の 実 施 の 形 態 に お い て は 、 ２ 枚 の 仕 切 壁 ２ ０ に よ り 、 桝 本 体 １ ０ の 内 部 を 、

連 続 す る ３ 段 の 槽 １ １ ～ １ ３ に 仕 切 っ て い る が 、 桝 本 体 １ ０ の 内 部 に 設 け る 槽 の 数 は 、 要

求 さ れ る 油 水 分 離 性 能 等 に 応 じ て 適 宜 に 変 更 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 連 通 口 ３ ０ が 形 成 さ れ

た 仕 切 壁 ２ ０ を 桝 本 体 １ ０ 内 に 追 加 す る こ と に よ り 、 桝 本 体 １ ０ の 内 部 に ４ 段 以 上 の 槽 を

設 け る よ う に し て も よ い し 、 い ず れ か の 仕 切 壁 ２ ０ を 省 略 し て 桝 本 体 １ ０ 内 の 槽 を ２ 段 に

し て も よ い 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 ま た 、 上 記 実 施 の 形 態 に お い て は 、 桝 本 体 １ ０ の 内 部 を 、 流 入 口 ４ ０ が 形 成 さ れ た 側 壁

１ ６ に 沿 っ た 方 向 に 連 続 す る 多 段 の 槽 １ １ ～ １ ３ に 仕 切 っ て い る が 、 流 入 口 ４ ０ が 形 成 さ

れ た 側 壁 １ ６ か ら 所 定 の 間 隔 お き に 連 通 口 付 き の 仕 切 壁 を 桝 本 体 １ ０ 内 に 配 置 す る こ と に

よ っ て 、 桝 本 体 １ ０ の 内 部 を 、 流 入 口 ４ ０ が 形 成 さ れ た 側 壁 １ ６ か ら そ の 対 向 側 壁 １ ７ に

向 か っ て 連 続 す る 多 段 の 槽 に 仕 切 っ て も よ い 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 ま た 、 油 水 分 離 桝 １ は 、 現 場 打 ち に よ り 上 流 側 の 排 水 溝 ２ 、 下 流 側 の 排 水 溝 ３ 、 お よ び

中 継 溝 ４ と 一 体 的 に 形 成 し て も よ い し 、 あ る い は 、 プ レ キ ャ ス ト 製 品 と し 、 現 場 に て 、 上

流 側 の 排 水 溝 ２ 、 お よ び 下 流 側 の 排 水 溝 ３ と 連 結 さ れ た 中 継 溝 ４ と 連 結 し て も よ い 。 例 え

ば 、 図 ６ に 示 す 本 実 施 の 形 態 に 係 る 油 水 分 離 桝 の 変 形 例 １ ａ に 示 す よ う に 、 現 場 打 ち に て

枡 本 体 １ ０ と 中 継 溝 ４ と を 一 体 的 に 形 成 し て 、 常 用 排 水 口 ５ ０ お よ び 溢 水 防 止 用 排 水 口 ６

０ を そ れ ぞ れ 中 継 溝 ４ の 側 壁 ４ ０ １ で 囲 む こ と に よ り 、 常 用 排 水 口 ５ ０ お よ び 溢 水 防 止 用

排 水 口 ６ ０ か ら 中 継 溝 ４ へ 排 水 さ れ る 処 理 水 の 飛 散 を 防 止 し て も よ い 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ３ ４ 】

１ ： 油 水 分 離 桝 、 　 ２ 、 ３ ： 排 水 溝 、 　 ４ ： 中 継 溝 、 　 １ ０ ： 桝 本 体 、 　 １ １ ： 流 入 槽 、

　 １ ２ ： 整 流 槽 、 　 １ ３ ： 排 水 槽 、 　 １ ４ 、 １ ５ 、 １ ６ 、 １ ７ ： 桝 本 体 １ ０ の 側 壁 、 　 ２

０ ： 仕 切 壁 、 　 ３ ０ ： 連 通 口 、 　 ４ ０ ： 流 入 口 、 　 ５ ０ ： 常 用 排 水 口 、 　 ６ ０ ： 溢 水 防 止

用 排 水 口 、 　 １ ０ １ ： 桝 本 体 １ ０ の 桝 底 、 　 １ ６ ０ ： 側 壁 １ ６ の 上 端 、 　 １ ７ ０ ： 側 壁 １

７ の 上 端 、 　 ２ ０ １ ： 仕 切 壁 ２ ０ の 上 端 、 　 ２ ０ ２ ： 仕 切 壁 ２ ２ の 下 端 、 　 ３ ０ １ ： 連 通

口 ３ ０ の 上 端 、 　 ３ ０ ２ ： 連 通 口 ３ ０ の 下 端 、 　 ４ ０ １ ： 中 継 溝 ４ ０ の 側 壁 、 　 ５ ０ １ ：

常 用 排 水 口 ５ ０ の 下 端 、 　 ６ ０ １ ： 溢 水 防 止 用 排 水 口 ６ ０ の 下 端
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